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1反 応の促進および増強 と色調の変化
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緒 言

小児の結核においては,と くに初期結核症の占める比

率が大きく,そ の診断には単にX線 所見のみならず,ツ

ベルクリン反応(以 下 「ツ」反応)自 然陽転時期を知る

ことが大切である◎6ヵ 月以内に自然陽転したことが確

実な学童427名 の うち,発 病した71名 について,発病の

時期,病 型を調べると,陽 転発見時既発病例が88.8%

を占めてお り,ま た石灰巣出現状況をみると十分な期間

観察したものでは,非 発病例か らも9.1%に 肺門部に石

灰巣が出現 した匪)◎これらの事実は自然陽転時期を知る

ことの必要性を示すものである。

しかるに近年 「ツ」反応の判定にさいし,色 調の変化

した覧界不鮮明な反応が増加 し,判 定に混乱を起 こして

いることが指摘されている2)磁)◎また 「ッ」反応個人歴

をみると 「ツ」反応がBCG接 種後かなりの動揺を繰返

してのち自然陽転するものがある。 このような動揺はよ

くみられるもので,自 然陽転の鑑別に当たつて障害とな

るので,そ の原因を把握することが必要である。

「ツ」反応発現様相の変貌については,柳 沢5)が 指摘

して以来,多 くの研究があるが6)～13),この ような現象の

実態についての解明がまだ十分とはいえない点もあるの

で再検討を行なつた◎

材料および方法

検討にさいして,な るべ く均一な条件の集団を得るた

めと確実な自然陽性者には 「ツ」反応反復の必要がない

という理由で,確 実な陰性者にBCGを 接種 して得た陽

転時期一定の集団を対象とした。すなわち京都市内某小

学校学童の左前騰屈側に2回 「ツ」反応を行ない,い ず

れも陰性または疑陽性のものを選び,右 前臆屈側に再テ

ストを行ない,陰 性または疑陽性であることを確かめて

のちBCGを 接種した。接種後1,3,6,12,18,24,

30カ 月に同時に2ヵ 所に 「ツ」反応を行ない,24,48時

Table 1. Date and Injection Sites of Tuber-

     culin Tests and BCG Vaccination 

1) Date 

  } 

 April 20, 1959Tuberculin test done in the 
                middle part of flexor side 

 June 1, 1959of left forearm. 

 June 8, 1959 Tuberculin test done on the 

 flexor side of right forearm of persons 

     whose previous two tests were negative 

     or one test negative and another doubtful 

     positive. 

 June 10, 1959 BCG vaccinated on the ex-

     tensor side of left upper arm of persons 

     whose tuberculin reactions were negative 

     or doubtful positive. 

 July 13, 1959 (1) 

 Sept. 14, 1959 (2) 

  Dec. 10, 1959 (3) Tuberculin tests were done                    i
n each time in the new  J

une 7, 1960 (4) , 
                   and repeated sites and   D

ec. 7, 1960 (5) 
                   read at 24 and 48 hours.  J

une 7, 1961 (6) 

  Dec. 5, 1961 (7) , 

2) Injection site 

  Repeated site : 7 cm distal part of the flexor 

     side of the left forearm from the middle 

     of the elbow. 

  New sites 

    (1) 7 cm distal part of the right forearm 
      from the elbow 

  (2) 11 cmll 

  (3) 3 cmll 

(4) 8 cm proximal part of the right upper 
      arm from the elbow 

    (5) 3 cm distal part of the left forearm from 
      the elbow 

    (6) 8 cm proximal part of the left upper arm 
      from the elbow 

    (7) 11 cm distal part of the left forearm 
      from the elbow

Yutaka KOBAYASHI (The Division of Pediatrics of the Tuberculosis Research Institute, Kyoto 

University, Shogoin-Kawaramachi, Sakyo-ku, Kyoto, Japan) : Studies on the Recent Change of the 

Aspect of Tuberculin Reaction in Children. 1. —Kekkaku, 38 (7) : 253-258 , 1963.
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間に判定 した◎すなわち1カ 所は毎回同一部位,他 の1

カ所は毎回部位を変更した。 「ッ」反応を行なつた日時

および部位は表1の ごとくである。使用 した 「ツ」液は

予研より分与されたLotNo。17の 旧 「ツ」原液を,使

用前日0.5%石 炭酸加生理食塩水にて2,000倍 に稀釈し

たものであり,BCGは 日本ピーシージー製造株式会社

製,viableu登it263×106の もの0.05辮9を 冷却下に

て調製,左 上騰伸側皮内に接種した。

成績および考案

1)反 応の促進および増強について

Table2.TuberculinReactionlMonthafter

BCGVaccination(251cases)
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表2はBCG接 種後1カ 月の 「ツ」反応である。陽転

率は左右とも約97%で きわめて良好である。左 右の成

績を比較すると,24,48時 間値いずれにおいても,陽 性

率,硬 結触知率その他の点で近似の値を示 している。

表3(a)お よび図1は,右 前騰 において24時 間値と

48時 間値を比較したものである。表3(a)で は,分 け方

が大まかなので両者が一致するものが多 くな り,明 らか

な傾向が現われに くい うらみがあるが,両 者が一致しな

いものをみると,対角線より左下すなわち24時 間値のほ

うが強いものはわずかに計4例,右 上すなわち48時 間値

のほうが強いものは計37例 であつて,反 応が24時 間か

ら48時 間にかけて増強する傾向を表わしてい る。図1

は発赤径の比較で,対 角線より右側に分布するもの,す

なわち48時 間値のほうが大きいものが多数を占め てお

り,同 じ傾向を表わしている。左前鱒の成績でも,同 じ

く24時 間から48時 間にかけて増強する傾向が認あられ
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Table3.TuberculinReaction,1Month

afterBCGVaccination
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る(表3(b),図 は省略)。 表3(c)お よび図2は24時 間

値による左右の比較である◎表3(c)で は左右の値がほ

とんど一致している6図2で も対角線を中心に狭い範囲
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Fig.1.C◎mparisonof24and48HourValues

inErythemainRightForearm(1month)
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に分布していて左のほ うが大きいもの,そ の逆のものは

ほぼ同数である。48時 間値による左右の比較でも(表3

(d),図 は省略),や は り左右の成績がほぼ一致している。

要するにBCG接 種後1カ 月の成績では,部 位差がな

く,24時 間から48時 間にかけて増強する普通の 「ツ」

反応の型を示している。

次にBCG接 種後3カ 月の成績について述べる◎この

場合1カ 所は前回と同一部位に反復,1カ 所は部位を変

えて新しい部位に 「ッ」反応を行なつている◎

まず初回部位での24,48時 間値の比較は(表4(a),

図は省略),1カ 月の成績と相似である。 しかるに反復

部位の成績では(表4(b)お よび図3),初 回部位とは逆

に24時 間値のほうが圧倒的に強 く大きい。 すなわち24

時間から48時 間にかけて減弱することが明らかであつ

て,反 復によつて反応の出現が早 くなる・いわゆる促進

現象が起こつたことを示している。表4(c)お よび図4

は,24時 間値で初回部位と反復部位を比較 した もので

あるが,反 復部位のほ うが著明に強 く大きい。このこと
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Table4,TuberculinReaction,3Months

afterBCGVaccination

(a)Comparisonof24and48hourvaluesinnew
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諮 噸

土

十

⑳

6

0

2

0

土 ÷

7
響

00

0

2

0

1

0

2

1
ゐ

O

AU

汁

8

30

2

153

1

Numberofi

24h若>48hr。i
11

0

0

0

3

嘘三

Numberof
48hr.>24hr.

52

(b)Comparison◎f24a臓d48hourvaluesin

repeatedsite

24hr.
48hr.

土

十

Numberof

24hr。>48h1㌦

0

0

0

3

1

土

0

0

2

7

2

1

÷

0

1

0

帽⊥

7
・

4

十

0

0

0

113

64

137

0

0

0

0

凸り

Numberof

48hゴ.>24hr.

1

(c)Comparisonofinjectionsitesat24hourvalue

New Nu拠berof
曹 ± ÷ 什 廿 無ew>

Repeated＼ τepeated一

一i・ 0 0 0 0

土 1 0 0 0 0

十 2 0 0 0 0 0

升 31 43 2 98 0

帯 1

§
8 1i 62 2

Numberof{

「epea讐
ewi

151

(d)Compariso益ofinjectionsitesat48hour

value

誌 、

土

十

縞δ

Ω
り

3

ハ◎

0

1

土

0

ρり

5

9

0

十

0

0

3

0

0

什1惜

1

7

28

158

0

0

0

0

4

ハU

N穏mberof
new>
repeated

40

Numberofi

repeatedl

>獄ew

41

は 「促進現象によつて,反 復部位では反応の極期が24時

間付近に移動したため,極 期が48時 間付近にあつて,

24時 間判定時にはまだ増強の途上にある初回部位の反応

との間に差を生じた」ということによつて一応説明でき
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Fig.3.Comparisonof24and48耳ourValues

i捻ErythemainRepeatedSite(3months)

Fig.4.ComparisonofInjectionSitesi識

Erythemaat24HourValue(3months)
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る。しか しそれだけならば,48時 間 ではむしろ24時 間

と逆の関係を生 じるはずであるが,表4(d)お よび図5

のごとく,48時 間では24時 間ほど著明な部位差はなく,

初 回部位のほ うがい く分大きい程度である。このことは

反復によつて反応の促進が起こるとともに増強も起こつ

たことを想像させる。そこで発赤径について,各 部位と

も24,48時 間値のうち大きいほうをとつて,初 回部位

と反復部位を比較すると(図6),反 復部位のほ うが圧

倒的に大きく,や は り反応の増強が起こつていることを

示すものと考えられる。

以上のように3カ 月目の反復部位では,反 応の促進と

増輸が箆こつた。》ころでこの窯験の対象の約半数は,
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Repeated

以前に左前騰屈側に数回ない し10数 回 「ツ」反応を受け

ており,こ れらの部位は今回の反復部位にほぼ一致して

いるから,も しそれらの 「ツ」反応が影響するとすれば

当然BCG接 種後1カ 月の 「ツ」反応において,な んら

かの左右差を生 じるぺきである。 しか し上述のごとく,

ほ とんど左右差が認められなかつたことから,陰 性時に

はたとえ同一部位に「ツ」反応を反復 しても,陽 転後のそ

の部位の 「ツ」反応に実際の判定上認めうるような影響

は与えないと考えるぺきである。すなわち本実験におけ

る1カ 月目の 「ツ」注射部位はいずれ も初回部位とみな

しうる。3カ 月目の反復部位では著明な変貌 が起 こつ

た。したがって前回陽性に出た部位に 「ツ1反 広ウ痘復
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す ると,そ の反復第1回 から反応の促進と増強が起こる

ことを示 している。

以後の各検査時の成績も同様であつて,反 復部位にお

け る反応の促進と増強は常に認められたが図表は省略す

る。

2)反 応色調の変化("L"反 応)に ついて

最近の 「ツ」反応の判定において,従 来の鮮紅色境界

鮮 明な発赤と異な り暗赤色,褐 色,朽 葉色など種々の色

調を呈し,多 くは境界不鮮明な見にくい反応が増加 して

きた。前田ら3)はこれを"K"反 応 とよんでいるが,わ れ

われははじめてこの変化に気付いたときの色 調 で あ る

1ividrδtlichの"L"を とつて,"L"反 応 と名付けて報

告し2),日 常 の記載に使用しているのでここではこの名

称を使用する◎"L"反 応 が 「ツ」反応の反復と関係のあ

る特異的反応であ り,BCG接 種 者に多いことはすでに

報告した2)が,さ らにその意義について若干の追加を行

ないたい◎

Fig.7.TheAppearaaceof``PReactionat

48HourReadingsbytheRepetitionof

TuberculinReactionin

theRepeatedSite

反応はほとんど認められなかつた(図 省略)。

しかし自然陽性者に"L"反 応 が少ないことは 日常 経

験するところであるので,10名 の結核患者の左右前脾屈

側中央に 「ツ」反応を行ない毎 日観察してみた◎左前騰

は反復部位,右 前脾は初回部位に当たるっ表5の ごとく,
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図7にBCG接 種後1年 までの各検査時の反復部位に

おいて"L"の 色調を呈したものの頻度を示 した◎ 図の

硬結触知率を示す線より上の斜線の部分は,硬 結がない

陽性すなわち(十)で"L"の 色調を呈したもの,下 の斜

線の部分は硬結を伴 う陽性すなわち(粋)で"L"の 色調

を呈したものの頻度を示している◎反復部位ではBCG

接種後3カ 月から"L"の 色調を呈するものが多数 出現

し,(+)で は約75%が"L"反 応である。6ヵ 月(反

復 第2回)で は,(十)は 全例,(什)で も約75%が"L"

の 色調を呈している。 これに対して初回部位では,"L"

初回部位では2日 目にもつとも強い反応を示 し,10例 中

9例 が二重発赤で,以 後しだいに減弱した。これに伴つ

て5日 目から"L"の 色調を呈するものが現われて,以

後増加する。反復部位では1日 目にもつとも反応が強 く,

以後減弱するが,減 弱が早いのに応 じて"L"反 応 も早

くから出現 し増加する。 すなわち"L"の 色調の出現は

「ッ」反応の減弱消失と関係があると考えられる。反復

部位では反応が早期に出現し早期に減弱消失するために,

48時 間判定時では消失前となり,"L"の 色調が観察され

るのであろう。しかし反応が強い場合は持続期間も長 く,

たとえ反復部位であつても,48時 間ではまだ観察しがた

い場合があろ う。また初回部位でも反応がきわめて弱く

持続が短い場合は"L"反 応を呈することがあ りうるわけ

である◎ したがつて"L"反 応は反復部位でBCG陽 性

者に多 くみられるが,自 然陽性者においても反応が弱い

とか促進の程度が強ければ,48時 間判定で認められるの

であつて,本 質的にはBCG接 種 の有無や,反 応の強弱

等と関係がないといえる◇

なお"L"反 応 の頻度が3カ 月から6カ 月にかけて増

加 していることは,促 進の程度が反復第1回 から第2回

にかけて増強することを示 していると考えられる。

結 論

陽性部位への 「ツ」反応反復によつて,反 応の促進と

増強,お よびわれわれが"L"と 名付けた色調の変化 が

起こる。

1)陰 性時に 「ツ」反応を反復 しても,陽 転後の 「ツ」



反応に彰響しない。

2)陽 性部位に 「ツ」反応を反復すると,反 復第1回

から変貌が起こり,反 復第2回 にかけてその程度が

増加する。

3)"L"の 色調はrツ 」反応減弱消失前に起こる色調

の変化と考えられ,48時 間判定では,反 復部位の弱

反応に多 くみられる◎

本論文の要旨は第25回 日本結核病学会近畿地方会(昭

和37年6月18日)特 別講演で発表 した。
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 Studies on the Recent Change of the Aspect of 

Tuberculin Reaction in Children. 

  1. On the accelerated and augmented reaction, 

and the change of the color tone of the reaction. 

  Tuberculin reaction was successively examined 

intracutaneously using  2,  000 times diluted old tuber-

culin 1, 3, 6, 12, 18, 24 and 30 months after BCG 

vaccination in school children. The tests were 

done in two sites simultaneously in each time: one 

test was given in the same site during the entire 

period of the experiment and the other was done 

always in a new site. The results were read after 

24 and 48 hours. 

 1) On the repeated sites the reaction appeared 

and decreased its intensity faster than the new 

sites (accelerated reaction). Also the reaction was 

stronger in the repeated sites than in the new sites 

(augmented reaction). 
 2) Both accelerated and augmented reactions ap-

peared at the first repetition in the same site and 

at the second repetition the grade of acceleration

and augmentation became stronger than at the first 

repetition. 

 3) Tuberculin tests done in negative stadium doa 

not influence the mode of the reaction after the ac-

quisition of tuberculin allergy. 

 4) The reaction of which the color tone was not 

so fresh red as was formerly seen being either livid 

red, pale brown or only pigmented and so on, and 

the margin of the reacted area was difficult to dis-

tinguish from the unreacted area was named as "L"' 

reaction. "L" reaction appeared markedly even, 

at the first repetition and then its appearance rate. 

greatly increased at the second repetition and more 
than 90 % of the reaction had "L" color tone. It: 

may be said that "L" color tone appears just be-- 

foret he tuberculin reaction decreases and then disap-

pears with the lapse of time, and in the repeated 

site it is observed as early as at 48 hours because 

the accelerated tuberculin reaction disappears fast-

er_


